
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

五
六
九

告

示

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
二
件

五
六
九

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所

在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件
三
件

五
七
〇

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

五
七
〇

公

告

○
福
島
県
准
看
護
師
試
験
を
実
施
す
る
件

五
七
一

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

五
七
一

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

五
七
二

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

五
七
二

○
都
市
計
画
法
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
件

五
七
二

規

則

福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
六
十
九
号

福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
福
島
県
規
則
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
午
前
十
時
」
を
「
午
前
九
時
三
十
分
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
県
産
品
振
興
戦
略
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

白
河
市
表
郷
番
沢
字
下
田
二
二
の
二
、
二
二
の
三
、
二
三
、
二
四
の
五
、
二
五
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
白
河
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
白
河
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

伊
達
市
霊
山
町
石
田
字
根
古
屋
二
四
の
一
、
二
四
の
三
、
二
四
の
四
、
二
五
、
二
六
、
七
八
、
七

九
、
八
〇
の
二
、
八
二
の
二
か
ら
八
二
の
六
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
伊
達
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
伊
達
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
い
わ
き
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

會
川
譽

會
川
勝
雄

渡
邊
藤
男

鈴
木
文
平

高
田
光
司

吉
田
衛

鈴
木
光
助

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
九
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
二
十
一
号
）
に
よ

る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
只
見
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

馬
場
順
七
郎

馬
場
三
次
郎

馬
場
三
四
郎

馬
場
榮
三
郎

星
光
平

清
水
弥
左
次

馬
場
德

雄

馬
場
三
四
郎

五
十
嵐
次
郎

馬
場
鶴
太
郎

五
十
嵐
忠
吉

馬
場
由
太
郎

馬
場
義
雄

馬
場
竹
三
郎

馬
場
初
三
郎

目
黒
染
三
郎

渡
部
文
次
郎

目
黒
角
三

小
沼
忠
三
郎

藤
口

義
高

福
崎
武

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
九
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
五
十
九
号
）
に
よ

る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
只
見
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

渡
部
敬
一

増
田
守

渡
部
正
純

渡
部
幸
信

渡
部
ソ
ノ
モ

渡
部
稔

増
田
守

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
九
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
六
十
号
）
に
よ
る

こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
会
津
若
松
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

変
更
前

敷
地
の
幅
員

延

長

路
線
名

区

間

変
更
後

の

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
会
津

会
津
若
松
市
本
町
二
七
九

変
更
前

Ａ

六
・
八
〜

一
二
三
・
〇

若
松
三
島

番
二
地
先
か
ら

一
○
・
〇

線

同

市
新
横
町
二
三

───────────────────────────────────────────────────────────
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○
番
地
先
ま
で

会
津
若
松
市
本
町
二
七
九

変
更
後

Ａ

六
・
八
〜

一
二
三
・
〇

番
二
地
先
か
ら

一
○
・
〇

同

市
新
横
町
二
三

○
番
地
先
ま
で

会
津
若
松
市
本
町
二
七
九

Ｂ

一
六
・
○
〜

一
四
五
・
三

番
二
地
先
か
ら

三
八
・
〇

同

市
新
横
町
二
三

○
番
地
先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

公

告

公
告
第
二
百
十
五
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

二
十
九
年
度
福
島
県
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

試
験
期
日

平
成
三
十
年
二
月
七
日
（
水
）
午
後
一
時
開
始

二

試
験
場
所

郡
山
市
南
二
丁
目
五
十
二
番
地

福
島
県
産
業
交
流
館
（
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）

三

提
出
書
類

１

受
験
願
書

２

写
真

出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
し
て
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
は
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
し
、
受
験
用
写
真
台
紙
に
貼
り

付
け
る
こ
と
。

３

受
験
資
格
を
証
す
る
書
類

㈠

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

㈡

受
験
願
書
の
受
付
期
間
内
に
規
則
第
二
十
七
条
第
二
号
の
修
業
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
を

添
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
当
該
証
明
書
に
代
え
て
修
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
見
込

証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
の
者
が
平
成
三
十
年
三
月
十
六
日
（
金
）
ま
で
に
修

業
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
を
知
事
に
提
出
し
な
い
と
き
は
、
試
験
結
果
の
い
か
ん
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
試
験
は
無
効
と
す
る
。

四

受
験
手
数
料

六
千
九
百
円
と
し
、
相
当
金
額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
貼
っ
て
納
入
す
る
こ
と
（
消

印
は
し
な
い
こ
と
。
）
。

五

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
郵
送
（
書
留
郵
便
）
又
は
持
参
の

こ
と
（
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
の
あ
る
も
の
は
有
効

と
す
る
。
）
。

六

受
験
願
書
の
提
出
先

福
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
総
室
地
域
医
療
課
医
療
人
材
対
策
室

福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号
（
郵
便
番
号
九
六
〇
―
八
六
七
〇
）

電
話

〇
二
四
―
五
二
一
―
七
二
二
二
（
直
通
）

七

そ
の
他

１

受
験
願
書
用
紙
等
を
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
准
看
護
師
試
験
願
書
請
求
」

と
朱
書
し
て
百
四
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
前
記
受
験
願
書

の
提
出
先
へ
請
求
す
る
こ
と
。

２

試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
総
室
地
域
医
療
課
医
療
人
材
対
策

室
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

（
地
域
医
療
課
医
療
人
材
対
策
室
）

公
告
第
二
百
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

会
津
中
央
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
藤

寛

会
津
若
松
市
大
戸
町
宮
内
一
〇
三
番
地
の
一

同

佐
藤

美
代
志

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
堂
畑
字
二
本
柳
甲
二
三
五
番
地

同

馬
場

英
喜

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
徳
久
字
竹
之
元
二
九
六
番
地

同

井
関

征
生

同

市
門
田
町
大
字
面
川
字
花
坂
一
〇
六
番
地

同

髙
橋

勝
昭

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
勝
常
字
代
舞
一
七
四
五
番
地

同

皆
川

嘉
市

会
津
若
松
市
神
指
町
東
神
指
二
五
番
地

同

阿
部

護
郎

同

市
門
田
町
大
字
堤
沢
字
上
村
三
五
六
番
地

同

荒
池

實

同

市
神
指
町
大
字
南
四
合
字
才
ノ
神
一
二
四
番
地

同

成
田

幸
意

同

市
門
田
町
大
字
黒
岩
字
若
宮
一
番
地

同

古
川

秀
廣

同

市
神
指
町
横
沼
二
四
八
番
地

同

二
瓶

正
照

同

市
神
指
町
大
字
高
久
字
高
久
一
九
九
番
地
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同

三
澤

隆
晴

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
熊
ノ
目
字
居
花
一
四
三
〇
番
地

同

白
井

康
友

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
一
ノ
堰
字
村
西
八
番
地

同

小
山

要
一

同

市
大
戸
町
大
字
高
川
乙
二
〇
七
番
地

監
事

島
影

正

同

市
門
田
町
大
字
飯
寺
字
村
西
六
九
七
番
地

同

渡
部

吉
榮

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
三
川
字
中
台
三
三
四
番
地

同

石
井

之
男

会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
北
四
合
字
東
川
原
八
三
番
地
の
一

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
藤

美
代
志

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
堂
畑
字
二
本
柳
甲
二
三
五
番
地

同

井
関

征
生

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
面
川
字
花
坂
一
〇
六
番
地

同

成
田

幸
意

同

市
門
田
町
大
字
黒
岩
字
若
宮
一
番
地

同

白
井

康
友

同

市
門
田
町
大
字
一
ノ
堰
字
村
西
八
番
地

同

三
澤

隆
晴

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
熊
ノ
目
字
居
花
一
四
三
〇
番
地

同

阿
部

護
郎

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
堤
沢
字
上
村
三
五
六
番
地

同

佐
藤

寛

同

市
大
戸
町
宮
内
一
〇
三
番
地
の
一

同

古
川

秀
廣

同

市
神
指
町
横
沼
二
四
八
番
地

同

二
瓶

正
照

同

市
神
指
町
大
字
高
久
字
高
久
一
九
九
番
地

同

小
山

要
一

同

市
大
戸
町
大
字
高
川
乙
二
〇
七
番
地

同

獨
古

隆

同

市
門
田
町
大
字
徳
久
字
竹
之
元
五
七
八
番
地

同

佐
瀬

宗
司

同

市
神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
八
四
番
地

同

菊
地

傳

同

市
神
指
町
上
神
指
五
六
番
地

同

齋
藤

信
次

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
勝
常
字
代
舞
一
七
八
九
番
地

監
事

渡
部

吉
榮

同

郡
同

村
大
字
三
川
字
中
台
三
三
四
番
地

同

石
井

之
男

会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
北
四
合
字
東
川
原
八
三
番
地
の
一

同

尾
崎

純
也

同

市
門
田
町
大
字
日
吉
字
笊
籬
田
一
六
番
地

（
農
村
計
画
課
）

公
告
第
二
百
十
七
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

安
達
疏
水
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
●

德
男

二
本
松
市
堀
越
一
二
五
番
地

（
農
村
計
画
課
）

公
告
第
二
百
十
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

安
達
土
地
改
良
区

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
藤

市
郎

二
本
松
市
油
井
字
梨
子
木
九
四
番
地

（
農
村
計
画
課
）

公
告
第
二
百
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
相
馬
地
方
都
市

計
画
に
係
る
公
聴
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

公
聴
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

日
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
九
日
（
木
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所

相
馬
市
中
村
字
北
町
五
五
番
地
の
一

相
馬
市
千
客
万
来
館
二
階
会
議
室

二

公
聴
会
の
案
件

相
馬
地
方
都
市
計
画
区
域
を
変
更
す
る
案

三

公
述
人
の
資
格

公
述
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
相
馬
地
方
（
相
馬
・
鹿
島
・
原
町
・
小
高
）
都
市
計
画
区

域
内
の
住
民
に
限
る
。

四

公
述
人
の
申
出

公
述
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
（
火
）
ま
で
に
、
別
記
様
式
に
よ

る
公
述
申
出
書
を
福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
、
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
又
は
そ
の
者

の
居
住
す
る
市
町
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
し
て
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

五

そ
の
他

１

福
島
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
規
則
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
知
事
が
公
述
人
の
数
若
し
く
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
又
は
公
述
の
全
部
若
し

く
は
一
部
を
認
め
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
述
の
申
出
を
し
た
者
に
通
知
す
る
。

２

こ
の
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
の
変
更
の
案
は
、
福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
、
福

島
県
相
双
建
設
事
務
所
並
び
に
相
馬
市
、
南
相
馬
市
及
び
新
地
町
の
都
市
計
画
担
当
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

３

こ
の
公
聴
会
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
又
は
２
の

都
市
計
画
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

別
記
様
式
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公

述
申

出
書

平
成

29年

10月

24日付
け
福
島
県
報
に
登
載
さ
れ
た

「相
馬
地
方
都
市
計
画
区
域
を
変
更
す
る

案
」に

関
し

次
の
と
お
り
公
述
を
申
し
出
ま
す

、
。

平
成

29年
月

日
福
島
県
知
事

内
堀

雅
雄

公
述
申
出
人

住
所

ふ
り
が
な

氏
名

１
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由

２
意
見
の
要
旨

注

「意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由

」及
び

「意
見
の
要
旨

」に
つ
い
て
は

日
本
工
業
規
格

、
Ａ
列
４
番
の
大
き
さ
の
400字

詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
に
横
書
き
の
こ
と

｡
（
都
市
計
画
課
）


